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To Our Shareholders

株主のみなさまには、平素から格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
当社の第70期第2四半期累計期間の業績ならびに通期の見通しについて、次のとおりご報告させていただきます。

第2四半期連結累計期間の概況

通期の見通し

代表取締役社長

通期の見通しにつきましては、国内
でのウイズコロナの定着等により経
済活動の安定化が期待されるところ
ではありますが、原材料やエネル
ギー価格の高騰、更なる円安の進行
など、景気の先行きについては不透
明な状況が継続すると思われます。
第2四半期累計期間における業績に
つきましては、主に住生活関連機器
事業および検査計測機器事業の減収
にともなう粗利益額の減少等により、
連結・単体ともに期初の業績予想を
下回りました。一方、通期の業績予
想につきましては、下期の売上高が
当初の想定を上回る見込みであるこ
と等から、本年5月10日に公表しま
した業績予想と変更はなく、右の表
のとおりとなっております。
なお、当期の年間配当予想につきま
しても期初予想の1株当たり18円か
ら変更ございません。今後も株主の
みなさまへの利益還元を一層強化で
きるよう努めてまいります。

※上記表の連結「当期純利益」は親会社株主に帰属する当期純利益を表示しております。

当第2四半期連結累計期間（2022年4月1日から

2022年9月30日）におけるわが国経済は、ウイズ

コロナへの動きが進む一方で、ロシアによるウクラ

イナ侵攻によるエネルギー価格の上昇や、内外の金

利差拡大による円安の進行を大きく受けたものとな

りました。今後についても、国内でのウイズコロナ

の定着化が進む一方で、原材料やエネルギー価格の

高騰、更なる円安の進行など、先行き不透明な状況

が続くと思われます。

このような状況において当社では、半導体関係の需

要増に応えるべく、生産体制の整備・事業構造のシ

フトに努めるとともに、部材不足への対応や原材料

価格・仕入れ価格の上昇の当社製品価格への転嫁な

どの対応を進めてまいりました。

この結果、主に検査計測機器事業および産業機器事

業の販売の増加により、当第2四半期連結累計期間

の売上高は10,222百万円で、前年同四半期比230

百万円、2.3％の増収となりました。

利益面につきましては、販売増加にともなう粗利益

増加に加えて合理化推進を継続的に実施した結果、

営業利益201百万円（前年同四半期比28百万円、

16.4％の増益）、経常利益278百万円（前年同四半

期比66百万円、31.1％の増益）となりました。ま

た、親会社株主に帰属する四半期純利益は180百万

円（前年同四半期比43百万円、31.4％の増益）と

なりました。

通期業績の見通し
連　　結  単　　体 

売　上　高 23,500百万円
（前期比3.3％増）

20,500百万円
（前期比1.0％増）

経 常 利 益 1,150百万円 1,000百万円
当期純利益 850百万円 750百万円
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Close Up「癒し・快眠産業展」に当社「圧力分布センサシステム」を出展

本年7月27日から29日の3日間、東京ビッグサイト（東京都江東区）にて開催された、「第3回癒し・快眠産業展」に

出展いたしました。この展示会は、睡眠やメンタルヘルスケア、運動といった様々な癒しのための製品・機器・サー

ビスを一堂に集めた展示会です。近年、コロナ禍により自宅で過ごす時間が長くなる中、QOL（生活の質）向上の観

点から睡眠の質に注目が集まり、特に「自分に合った寝具を選ぶ」ことに意識が高まっています。当社からは、寝具

メーカーや販売店様の販売促進ツールとして活用できる圧力分布センサーシートと、その測定結果をiPadで見ること

ができるシステムを展示いたしました。このシステ

ムの特徴は、睡眠時の姿勢や質を圧力分布で可視化

できることです。また、圧力分布センサーシステム

は、企業の開発現場や医療機関の研究に使われるこ

とが多く、一般的に高価なシステムとなっていまし

たが、寝具の販売促進現場での使用に最適化したシ

ステム構成とすることにより、比較的安価なシステ

ムを自社開発しました（当社従来品に対して半額以

下）。展示会当日は、スポーツ業界や医療業界など

幅広い業界のお客様に来場いただきました。体圧の

バランスを知りたいなど、パーソナルユースの真新

しさは注目度が高く、全国放送のニュース番組など

による当社ブース・製品の取材も行われました。ス

リープテック（ITやAIなどの技術を用いた眠りの科

学的分析や睡眠改善するための製品・サービス）は

成長分野でありますので、引き続き調査、研究開発

を継続し、新たな価値を提供してまいります。

Close Up TAKANOクローズアップ  タカノ インフォメーション Information

タカノ通信Vol.53においてお願いをいたしましたアンケートでは、多くのみなさまにご回答をいただき誠にありがとうござい
ました。経営に関するご意見、製品に関するご意見、また社員への労いのお言葉を頂戴するなど、大変貴重なお声をいただきま
した。みなさまからのご回答につきましては、ひとつひとつ真摯に受け止め、今後の経営に活かしてまいります。
以下に、みなさまからのご回答の一部をご報告いたします。

改正会社法（2022年9月1日施行）により、株主総会資料の電子提供制度が創設され、株主様が、一定事項を記載した株主総会
資料を書面で受領することを希望する場合は、株主総会の基準日までに、口座を開設している証券会社又は株主名簿管理人を通
じて書面交付請求の手続を実施いただくことになりました。当社では、2023年6月開催予定の定時株主総会から電子提供制度
が適用されることになりますが、同総会においては、書面交付請求の有無にかかわらず、議決権を有する株主様に、同一の株主
総会資料を送付する予定です。
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明確である わかりにくい 無回答 高い ふつう 低い 無回答

●利益水準について

200 40 60 80 100% 200 40 60 80 100%

●財務基盤について
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●情報公開について
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株主アンケート結果のご報告

株主総会資料の電子提供制度について

当社では、引き続き株主アンケートを実施させていただき、みなさまのご意見・ご要望等を今後のタカノ
通信の編集に活かすとともに、より良いＩＲ活動の実施に活かしてまいりたいと考えております。次回の
アンケートは次号Vol.55に同封いたしますので、みなさまのご協力をよろしくお願いいたします。

株主アンケートのお願い

© S.Ent. 2022 © S.Ent. 2022
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連結キャッシュ・フロー計算書の概要 （単位：百万円）

Consolidated Financial Statements四半期連結決算概要（要旨）

当第2四半期累計期間
（2022年4月1日から2022年9月30日まで）

前第2四半期累計期間
（2021年4月1日から2021年9月30日まで）

10,222

営業外収益
83

営業外費用
5

201

9,991

172
212

137

特別損失
（－）

特別利益
（－）

180

278278

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に
帰属する

四半期純利益

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に
帰属する

四半期純利益

税金等調整前
四半期純利益

43
55
98

法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額

法人税等合計

売上原価
販売費及び一般管理費

7,809
2,211

当第2四半期末
（2022年9月30日現在）

前期末
（2022年3月31日現在）

当第2四半期末
（2022年9月30日現在）

前期末
（2022年3月31日現在）

現金及び預金
7,798

有形固定資産
9,434

無形固定資産
183

投資その他の資産
4,650

有形固定資産
9,288

無形固定資産
187

投資その他の資産
4,642

流動負債
6,866
固定負債
848

株主資本
29,456
その他の

包括利益累計額
444

流動負債
6,262
固定負債
860

株主資本
29,394
その他の

包括利益累計額
610

現金及び預金
8,652

資産合計
37,616

流動資産
23,347

固定資産
14,268

資産合計
37,126

流動資産
23,009

固定資産
14,117

負債
7,122

純資産
30,004

負債・純資産合計
37,126

負債
7,715

純資産
29,901

負債・純資産合計
37,616

住生活関連機器
4,689百万円
45.9%

産業機器
1,355百万円
13.3%

機械・工具
695百万円
6.8%
エクステリア
455百万円
4.4%

検査計測機器
3,026百万円
29.6%

セグメント別売上高構成比

当第2四半期累計期間
（2022年4月1日から2022年9月30日まで）

連結キャッシュ・フロー計算書
営業活動により得られた資金は、1,224百万円（前年同四半期比440百万円減少）とな
りました。これは主に、賞与引当金の減少額205百万円、棚卸資産の増加額1,472百万
円、仕入債務の減少額769百万円、法人税等の支払額305百万円等の資金が減少した
一方、減価償却費437百万円、売上債権の減少額2,712百万円、契約負債の増加額
879百万円等により資金が増加したことによるものであります。
投資活動により支出した資金は、116百万円（前年同四半期比243百万円減少）となり
ました。これは主に、定期預金の預入と払戻にかかる収支52百万円、有価証券の売却及
び償還による収入100百万円等の資金が増加した一方、有形固定資産の取得による支
出238百万円等により資金が減少したことによるものであります。
財務活動により支出した資金は、309百万円（前年同四半期比122百万円増加）となり
ました。これは主に、親会社による配当金の支払額243百万円等によるものであります。

Point

7,474

8,381
1,224

現金及び現金同等物の
期首残高

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に
係る換算差額

現金及び現金同等物の
四半期末残高

営業活動による
キャッシュ・フロー

△116 △309
109

売上高（外部顧客への売上高） セグメント損益
前第2四半期 当第2四半期 増減率 前第2四半期 当第2四半期 増減率

住生活関連機器 4,904 4,689 △4.4％ 6 △176 －％
検査計測機器 2,778 3,026 8.9％ △130 157 －％
産業機器 1,254 1,355 8.0％ 263 197 △25.2％
エクステリア 445 455 2.2％ △2 △8 －％
機械・工具 609 695 14.1％ 41 30 △25.0％
セグメント間取引消去 － － －％ △4 △0 －％

合　計 9,991 10,222 2.3％ 172 201 16.4％

連結損益計算書の概要 （単位：百万円）

連結貸借対照表の概要 （単位：百万円）

セグメント別概況 （単位：百万円）

© S.Ent. 2022 © S.Ent. 2022
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会社概要

グループ会社

役　員

Stock Information 株式の状況（2022年9月30日現在） Corporate Profile会社データ（2022年9月30日現在）

●株式・株主の総数
発行可能株式総数	 50,000,000株
発行済株式総数	 15,721,000株
株主数	 10,582名

●大株主	
株主名 持株数 持株比率

コクヨ株式会社 2,151,500株 14.13％
日本発条株式会社 2,151,500株 14.13％
堀井　朝運 1,487,400株 9.77％
株式会社鷹山 1,135,000株 7.45％
日本マスタートラスト信託銀行株式会社 523,400株 3.43％
水元　公仁 408,700株 2.68％
一般財団法人鷹野学術振興財団 380,000株 2.49％
タカノ取引先持株会 322,100株 2.11％
タカノ従業員持株会 319,340株 2.09％
株式会社八十二銀行 283,900株 1.86％
（注）1.	当社は、自己株式を499,420株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。

2.	持株比率は自己株式（499,420株）を控除して計算しております。
3.			日本発条株式会社の持株数には、同社が退職給付信託の信託財産として拠出している当社
株式1,000千株（持株比率6.56%）を含んでおります（株主名簿上の名義は「みずほ信託銀
行株式会社退職給付信託日本発条口再信託受託者株式会社日本カストディ銀行」でありま
す。）。

●所有者別株式の分布状況

●配当金および株価等のデータ

その他法人
5,519,200株（35.10％）

金融商品取引業者
98,826株（0.63％）

金融機関
2,022,600株（12.87％）

自己名義株式
499,420株（3.18％）

個人・その他
7,230,501株
（45.99％）

外国法人等
350,453株（2.23％）

■1株当たり配当金/配当性向の推移

2018/3
第65期

14.00

2019/3
第66期

2020/3
第67期

16.00

2021/3
第68期

8.00

2022/3
第69期

16.0016.00

（円） （%）
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1株当たり配当金 単独配当性向

27.1%
31.2%

48.0%

ー%

31.0%

株価

671円

単元株式数

100株

必要最低投資金額

67,100円

2022年度の株主優待は、2022年9月30日現在の
株主のみなさまを対象として、1,000株以上所有の
株主のみなさまへは下記6点の商品のなかから1点
お選びいただき贈呈いたします。なお、商品は12月
より※順次発送いたします。
100株以上1,000株未満所有の株主のみなさまへ
は、当社で販売している「高嶺ルビーはちみつラス
クセット」を12月より順次お送りいたします。
※		「旬の時期」にお送りするため、「りんご」は発送時期が前後
することがございます。

株主優待制度のご案内

インフォメーション

A.ワイン・ウイスキーのセット B.信州りんご

C.高嶺ルビーはちみつ D.なめたけ6本入り

E.信州富士見高原ハム・ソーセージ F.信州そば

ホームページのご紹介
当社では、株主・投資家のみなさまへ
のタイムリーな情報提供および双方向
の情報交換を目的に、ホームページに
会社情報を掲載しております。ぜひご
覧ください。

https://www.takano-net.co.jp

商 号 タカノ株式会社
本社所在地 長野県上伊那郡

宮田村137
創 業 1941年7月1日
設 立 1953年7月18日
資 本 金 20億1,590万円
事 業 内 容 事務用椅子、その他椅子

等のオフィス家具、ば
ね、エクステリア製品、
エレクトロニクス関連
製品、医療・健康福祉機
器の製造ならびに販売

従 業 員 数 572名
上場取引所 東京証券取引所

スタンダード市場

上記は2022年9月30日の終値を基に算定しております。

代表取締役社長 鷹　野　　　準
専 務 取 締 役 鷹　野　　　力
常 務 取 締 役 大　原　明　夫
取 締 役 久留島　　　馨
取 締 役 玉　木　昭　男
取 締 役 下　島　久　志
取 締 役 植　田　康　弘
取 締 役 鷹　野　雅　央
取 締 役
（ 非 常 勤 ）

黒　田　康　裕
取 締 役
（ 非 常 勤 ）

杉　山　　　徹
社 外 取 締 役 鈴 木 　 浩
取 締 役
（常勤監査等委員）

髙　嶋　　　厚
社 外 取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ）

長谷川　洋　二
社 外 取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ）

小　松　哲　夫

※		上記グループ会社はすべて出資比率100%の
子会社です。

●株式会社ニッコー
住 所 長野県上伊那郡宮田村
事業内容 工具・器具機械等の仕入販売
資 本 金 90百万円

●タカノ機械株式会社　
住 所 長野県上伊那郡宮田村
事業内容 省力化機械の製造販売
資 本 金 50百万円

●台湾鷹野股份有限公司
住 所 中華民国台中市
事業内容 検査装置の保守サービス
資 本 金 20百万台湾元

●上海鷹野商貿有限公司
住 所 中華人民共和国上海市
事業内容 オフィス椅子等の仕入販売
資 本 金 50万米ドル

●香港鷹野国際有限公司
住 所 中華人民共和国

香港特別行政区
事業内容 エレクトロニクス製品およ

び製品にかかる部品等の仕
入・販売（輸出入）

資 本 金 1百万香港ドル
●Takano	of	America	Inc.
住 所 米国カリフォルニア州

トーランス市
事業内容 エレクトロニクス製品の仕

入・販売
資 本 金 80万米ドル
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株主メモ

長野県の南部に位置する阿智村は、花桃の名所として知られています。花桃は観賞用の桃で、阿智村では1本の枝で赤白ピンクの三
色に咲き分ける「三色花桃」が植えられています。伊那谷と木曽谷を結ぶ国道256号線は「はなもも街道」と言われ約5,000本の

花桃が植栽されており、開花時には一帯が桃源郷へと変化します。また標高750〜1,000m付近にある月川温泉周辺は、川沿いの道、
約4kmを中心に約5,000本の花桃が咲く「花桃の里」と呼ばれてい
ます。阿智村全体で約1万本の花桃が山里を彩り、その密集して咲き
誇る景色は圧巻です。この花桃のルーツは大正11年（1922年）、電
力会社社長であった福沢桃介（福沢諭吉の娘婿）が、ドイツのミュ
ンヘンで華麗に咲く三色の花桃を見かけ、その美しさに魅せられて3
本の苗を購入し帰国、木曽の発電所庭に植えたのが始まりといわれ
ています（阿智村公式サイトより）。4月中旬〜5月上旬にかけ桃源郷
へと変化するこの里山を一度訪れてみてはいかがでしょうか。

NAGANO trend 43
「日本一の花桃の里　阿智村」

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月

基 準 日

定時株主総会および期末配当については
毎年3月31日
中間配当および株主優待については
毎年9月30日

株 主 名 簿 管 理 人
三菱UFJ信託銀行株式会社

特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
郵送先 〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
TEL 0120-232-711（通話料無料）

単 元 株 式 数 100株

公 告 方 法

電子公告により行います。ただし、電子公
告によることができない事故・その他やむ
を得ない事由が生じた場合は、日本経済新
聞に掲載して行います。

（公告掲載アドレス） http://www.takano-net.co.jp/ir/index.html

【株式に関するお手続きについて】
●特別口座に記録された株式

お手続き、ご照会等の内容 お問い合わせ先

●特別口座から一般口座への振替請求
●単元未満株式の買取請求
●氏名・住所等の変更
●特別口座の残高照会
●配当金の受領方法の指定（※）

特 別 口 座 の
口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
郵送先 〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
TEL 0120-232-711（通話料無料）
［手続き書類のご請求方法］
○電話によるご請求
　0120-232-711（通話料無料）
○インターネットによるダウンロード
　https://www.tr.mufg.jp/daikou/

●郵送物等の発送と返戻に関するご照会 
●支払期間経過後の配当金に関するご照会
●株式事務に関する一般的なお問い合わせ

株 主 名 簿
管 理 人

（※）特別口座に記録された株式をご所有の株主さまは配当金の受領方法として株式数比例配分方式はお選びいただけません。

●証券会社等の口座に記録された株式
お手続き、ご照会等の内容 お問い合わせ先

●郵送物等の発送と返戻に関するご照会
●支払期間経過後の配当金に関するご照会
●株式事務に関する一般的なお問い合わせ

株主名簿
管 理 人

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
郵送先 〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
TEL 0120-232-711（通話料無料）

●上記以外のお手続き、ご照会等 口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。
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